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む
―
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っ
て
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枝　

暁　

子

本
特
集
は
、
二
〇
一
〇
年
〜
二
〇
一
二
年
度
の
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
修
の
大

学
院
授
業
「
日
本
史
特
殊
問
題
」
に
お
け
る
成
果
を
も
と
に
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
本
授
業
に
お
い
て
は
、
南
北
朝
動
乱
期
京
都
の
政
治
・
社
会
を
知
る
う
え
で
欠

か
せ
ぬ
史
料
と
い
え
る
、
祇
園
社
「
社
家
記
録
」（
通
称
「
祇
園
執
行
日
記
」）
を
取
り

上
げ
、
輪
読
を
行
っ
た
。

「
社
家
記
録
」
は
、
祇
園
社
す
な
わ
ち
現
在
の
八
坂
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
祇

園
社
僧
顕
詮
の
日
記
（
自
筆
本
）
で
あ
る
。
現
在
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
七
月
〜

十
二
月
条
、
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
正
月
〜
観
応
元
年
十
二
月
条
、
正
平
七
年

（
一
二
五
二
）
正
月
〜
十
二
月
条
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
七
月
〜
十
月
条
、
応
安
五

年
（
一
三
七
二
）
七
月
〜
十
二
月
条
が
、八
坂
神
社
社
務
所
編
『
八
坂
神
社
記
録
』
上
、

『
増
補
続
史
料
大
成　

八
坂
神
社
記
録
』（
全
五
巻
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
本
授
業
に
お
い
て
は
、
記
主
で
あ
る
社
僧
顕
詮
が
、
祇
園
社
経
営
の
中
心
を
担

う
「
執し

ぎ
ょ
う行

職し
き

」
の
地
位
に
あ
っ
た
正
平
七
年
の
日
記
を
取
り
上
げ
、正
月
条
か
ら
順
次

輪
読
を
進
め
て
い
っ
た
。
輪
読
に
際
し
て
は
、刊
本
史
料
を
原
本
写
真
と
照
合
の
う
え

読
み
下
し
、
解
釈
し
、
論
点
を
提
示
し
て
分
析
し
、
議
論
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
を

行
っ
た
（
二
〇
一
三
年
度
も
輪
読
を
続
け
て
お
り
、
現
在
、
七
月
条
ま
で
読
み
終
え
て
い
る
）。

特
に
正
平
七
年
条
を
取
り
上
げ
た
理
由
と
し
て
、
①
正
平
七
年
と
い
う
年
が
、
南

朝
方
の
京
都
奪
還
に
対
し
幕
府
が
巻
き
返
し
を
は
か
る
、
政
治
史
上
の
変
動
期
に
あ

た
っ
て
い
る
こ
と
、
②
こ
の
よ
う
な
政
治
動
向
に
対
し
、
記
主
顕
詮
が
祇
園
社
執
行

職
と
し
て
み
せ
た
対
応
の
な
か
に
、
当
該
期
の
祇
園
社
組
織
・
経
営
の
実
態
や
、
祇

園
社
の
本
寺
比
叡
山
延
暦
寺
の
動
向
が
み
え
る
こ
と
、
の
二
点
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

②
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
授
業
担
当
者
が
関
心
を
寄
せ
、
追
究
し
て
き
た
問

題
で
あ
っ
た
が
、
授
業
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
る
な
か
で
、
組
織
の
あ
り
方
や
文
書

保
管
の
分
析
な
ど
の
点
で
、研
究
に
不
備
や
誤
り
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
記
主
顕
詮
の
正
平
七
年
の
動
向
は
、
幕
府
や
天
台
座
主
な
ど
上
位
権
力
の
関

係
を
ぬ
き
に
し
て
語
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
①
と
②
と
は
、
決
し
て
切
り
離
し
て
考

え
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
授
業
参

加
者
の
研
究
分
野
が
、
政
治
史
・
経
済
史
・
宗
教
史
・
文
化
史
そ
し
て
文
学
等
々
多

岐
に
わ
た
る
な
か
、
神
供
や
法
会
、
居
住
空
間
な
ど
、
当
該
期
の
社
会
を
読
み
解
く

視
角
が
様
々
に
存
在
し
う
る
こ
と
に
も
、
改
め
て
思
い
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
が
思
い
の
ほ
か
豊
か
な
情
報
を
も
つ
史
料

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
授
業
参
加
者
が
授
業
時
の
報
告

及
び
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
繰
り
広
げ
た
説
得
力
あ
る
問
題
提
起
や
論
点
の
提
示
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
検
討
・
分
析
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
参
加
者
の

成
果
は
、
今
後
の
南
北
朝
期
の
政
治
・
社
会
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
、
何
ら
か
の

か
た
ち
で
寄
与
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
が
日
ご
と
に
強
く
な
り
、
本
特
集

を
編
む
こ
と
を
決
意
し
た
。

最
後
に
、
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二
年
度
ま
で
の
、
授
業
参
加
者
を
提
示
し
て
お
く

（
五
十
音
順
、
単
年
度
・
複
数
年
度
参
加
含
む
）。
本
特
集
の
掲
載
論
文
は
、
い
ず
れ
も
左

記
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
議
論
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
付
言
し
て
お
く
。
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